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3月初旬、欧州各国の船会社の本社のプライシング担当者を訪問して、

（斬り倒して？）回りました。日本の荷主が欧州本社を訪問し、膝を

突き合わせて交渉することは異例のことだったようです。（ましてや

弊社のような知名度で）私の方から日本の海運業界のリアルな現状を

説明し、日本の荷主の生の声をダイレクトに伝えるいい機会でした。

また他の船会社の日本での動きや運賃レベルを共有しました。

弊社は非上場の非系列オーナー企業であり、日本発北米航路の取扱本

数がNVOCCの中で10位以内ということと、フラットラックの扱いが

年間500本以上だということを説明して、各欧州船社の中で弊社のプ

レゼンスはかなり高まったと思います。

今年は、海運業界は大型船の大量竣工により史上最高のコンテナ船腹

増加量となる予定です。どの航路のプライシング（世界中の支店へ運

賃を提示）の担当者も、船が大型化するので、集荷意欲は高まってお

り、昨今の中国一辺倒ではなく、日本の貨物にも期待を寄せていまし

た。各船社からどこの航路に大型船を投入するかという説明も受け、

今後の船社のスペース状況をつかむことができ、荷主様へ、案件ごと

により最適な船社選択の提案ができる情報を掴みました。

さて、いよいよアメリカＳＣ改定時期が来ました。今回の訪欧により、

日本の荷主様のスペースや運賃が有利になるよう、交渉してまいりま

すので、引き続きご支援をお願い申し上げます。

ジャパントラスト 代表取締役 菅 哲賢

 

先日、名古屋港にあるコンテナターミナルと本船見学に行って参りました。到着して、まず驚かされたのは、ターミナル

とバースの広さ。その中に今から出港する船に積まれるコンテナ、到着したばかりのコンテナがたくさん積まれておりま

した。そこに設置されたクレーンは、搬入されてくるトレーラーからコンテナを引き取ったり、コンテナを引き取りにき

たトレーラーへ積み込んだりと、とてもスムーズで無駄のない動きにびっくりしました。本船見学ではガントリークレー

ンでドライコンテナを積み込むところやアンダーデッキ部分のハッチを開閉する作業やセルガイド部分を間近に見ること

ができました。また、タイミングよくオーバーゲージ貨物のFLATRACK（FULL VOID）をアンダーデッキに積み込む

ところに遭遇しました。ドライコンテナに比べるととても慎重に取り扱いをしており、時間を掛けてアンダーデッキまで

運んでいました。写真はアンダーデッキに積まれた40FEETのFLATRACKですが、見にくいかも知れませんがFULL  

VOIDだけあって40FEETのドライコンテナ6本分のスペースを使っております。これだけ手間とスペースを使っている

ため、ドライコンテナより、弊社がよく扱う特殊コンテナの金額が高いのも納得できました。今回は普段の業務では絶対

に見ることが出来ない部分を間近で見ることができ、非常によい経験をさせていただきました。 名古屋本社 浜田

名古屋港 ～ 飛島ふ頭南側コンテナターミナル ～ 　

欧　州　に　NV侍、現る！

　Employee‛s Profile
初めまして、東京支店の井下大志（イシタヒロシ）と

申します。2012年6月から転職組としてジャパント

ラストに入社しました。前職は、NW・通信系の商社

と不動産関係の仕事をしておりました。現在は、東京

支店の内勤営業として見積作成・船会社へのレート交

渉を主にしております。海運業界は初めての為、まだ

まだ勉強不足な点はございますが、弊社の特徴でもあ

るスピードと情報を武器に、皆様のご要望に応えられ

るように尽力して参ります。趣味は邦楽のROCKが好

きなので、音楽フェスやLIVEハウスに行くことです。

最近、社内メンバーとお客様で『山部』たるものを設

立しましたのでご興味のある方は、お声掛け下さい。

またジャパントラストの卓球王（自称）ですので、腕

前に自信のある方はいつでも挑戦お待ちしております。

今後とも宜しくお願い致します。　　東京支店　井下

某船会社本社受付 さすがレゴの国デンマークです。

LEGO SHIP　作ってしまいました・・・。
某船社本社ビル


